
記者発表資料 令和３年１０月２１日（木）
酒 田 河 川 国 道 事 務 所

鶴岡市赤川かわまちづくりの事業紹介を行います
～ スロープ、堤防階段に着手します ～

赤川では、令和２年度より、鶴岡市と連携して赤川の水辺空間を活用した「か
わ」と「まち」を結び、新たな賑わい空間の創出を図る「鶴岡市赤川かわまちづく
り事業」を進めています。
鶴岡市赤川かわまちづくり事業では、賑わいづくりを一つのテーマとしており、

民間事業者の方が開催する赤川さくらマルシェに合わせ、事業をより多くの方へ知
っていただくために、今年度整備するスロープや堤防階段、赤川整備概要などの事
業紹介を行うものです。

１．実施日時・場所
日時：令和３年１０月２４日（日）１０：００～１６：００
場所：赤川さくらハウス（赤川桜づつみ堤防棟）

〒997-0022 山形県鶴岡市切添町４−３５

２．広報内容
（1）鶴岡市赤川かわまちづくり

1）かわまちづくり計画
2）スロープ、堤防階段の整備
3）河畔整備

（2）赤川の河川改修事業
1）赤川流域の特長
2）赤川の主な洪水
3）河川改修のあゆみ

３．備考
「鶴岡市赤川かわまちづくり事業」とは
鶴岡市の生活拠点と隣接する赤川を活用し、赤川沿いに周遊ネットワークを構築し、市

民や観光客を河川空間に誘導することで、地域の賑わいの創出を図る。

「赤川さくらマルシェ」とは
赤川河川緑地や赤川さくらハウスを利用し、キッチンカーによる飲食物の提供、クラフト製

品の販売、整体施術、薪割り体験、音楽の生演奏などを行う民間団体のイベント。

「鶴岡市の取り組み」
赤川を日常的に人が集う憩いの場、にぎわいの場として一層活用し、市の活性化に寄

与する取り組みとして、赤川のあらかじめ指定した期間及び区域において、売店などの営
業活動の募集を行い、市民ニーズ等の実態を把握することにより、水辺における利活用の
あり方の検証を行い、利用者の利便性の向上を図るための試行的な取り組みを行っている。

発表記者会：酒田記者ｸﾗﾌﾞ、鶴岡記者会、ｴﾌｴﾑ山形、酒田ｴﾌｴﾑ放送、ｺﾐｭﾆﾃｨ新聞

問い合わせ先

国土交通省 東北地方整備局 酒田河川国道事務所
〒998-0011 酒田市上安町1-2-1

ＴＥＬ０２３４－２７－３３３１（代表）
副所長(河川） 小山田 等 (内線２０４）
工務第一課長 武田 桂輔 （内線３１１）
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出典：地理院地図に「赤川さくらハウス」「矢印」を追記して記載
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「鶴岡市赤川かわまちづくり」（山形県鶴岡市） 参 考



赤川さくらマルシェ 参 考



鶴岡市赤川かわまちづくり （スロープ・階段）

整備イメージ①

整備イメージ②


